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【は じめに】現在,健 康関連QOL(HRQL)を 用 いた研究が増 えているが,対 象者本人 による自己記

入式のため意識障害や失語,認 知障害な どの症状が ある場合 は評価が不可能であ る.一 方,HRQL尺

度の中で も健康効用値 を測定す ることので きる尺度 としてEQ-5DやHealth　 Utilities　Index　 Mark3

(HUI3),SF-6D等 が世界 中で汎用 されているが,現 在,日 本語版 として利用可能 な尺度 はEQ-5D

とHUI3に 限 られて いる.こ の中で も,HUI3は療法士 や家族 な どが代理人 として評価 が可能で あ る

代理人回答方式が あ り,対 象者本人が回答 するこ とが困難 な場合で も測定す ることが可能で ある.そ

こで,我 々 は脳疾患患者 と大腿骨近位部骨折患者 においてHUI3を 用いたHRQL評 価 を行い,あ わせ

てADLと の関係 について調査を行 ったので報告す る.【 方法】対象疾患 は脳疾患(脳 梗塞,脳 出血,

くも膜下出血,脳 腫瘍),大 腿骨近位部骨折(頚 部骨折,転 子部骨折)と し,入 院中 にリハ を受 けた

患者 を対象 とした.調 査方法 は,健 康効用値測定 には日本語版HUI3を 用 い,担 当療法士 による代理

人回答で記入 した.ま た,ADL評 価 にはFIMを 用 いた.評 価 は初期評価(リ ハ開始 時)と 再評価(転

院 ・退院時)を 行 った.健 康効用値 は1を 完全な健康,0を 死 とす る間隔尺度であ る.ま た,HUI3の

場合 にはマイナス値 も設定 されてお り,そ の最低値 は-0.36で ある.HUI3は 視覚,聴 覚,発 話,移

動,手 先 の使用,感 情,認 知,疼痛 とい う8つ の寄与領域 を5ま たは6段 階で評価 を行 い,こ れ に よ

り,972,000通 りの健康状態を記載す ることがで きる.HUI3はGlobal　 scoreと ともに,寄 与領域 ご

とのsingle　scoreも 同時 に求めるこ とが可能である.統 計 的手法につ いては ノンパ ラメ トリック手法

を用 い,統 計解析 についてはSPSSver.14.0を 使用 し,有 意水準 は5%以 下 とした.本 研 究の実施 に

当たって は,新 潟医療福祉大学倫理委員会 の審査 と承認 を得 てお り,評 価の前 に紙面上で本人 または

家族 に説明 を行い,同 意 を得 た.【 結果】対象者 は34名(平 均年齢72.9±13.6歳,男 性20名,女

性14名)で あ り,内 訳 は脳疾患が21名,大 腿骨近位部骨折が13名 であった.初 期評価 か ら再評価 ま

での期間 はそれ ぞれ16.2日,18.8日 で あった.健 康効用値 の変化 は,脳 疾 患で はGlobal　 scroeが

0.19か ら0.41と な り0.22の 増分,single　 scoreは 移動 が0.20,手 先 の使用が0.08,感 情が0.15,

認知 が0.10,疼痛 が0.08の 増分 で あ り有意 な改善 を認 め,大 腿骨近 位部 骨折 で はGlobal　 scroe

が-0.02か ら0.18と な り0.20の 増分,single　 scoreは 移動が0.24,感 情が0.15,疼痛 が0.33の 増分

で あ り有意な改善を認 めた.FIM運 動項 目に関 しては,脳 疾患で は54.6か ら69.4へ と17.3点 の増

分,大 腿骨近位部骨折では38.4か ら54.5へ と16.1点 の増分,FIM認 知項 目について は,脳 疾 患で は

25.1か ら27.6へ と2.5点 の増分,大 腿骨近位部骨折で は23.0か ら24.5へ と1.5点 の増分 であ り両項

目の点数が有意 に向上 した.HUI3とFIMと の関係 については,脳 疾患のHUI3の 移動 とFIM運 動項

目,HUI3の 認知 とFIM認 知項 目で強い相関を認めた(r=0.77-0.92,p<0.001).ま た,大 腿骨

近位部骨折のHUI3の 移動 とFIM運 動項 目,HUI3の 認知に関 してはFIM運 動 ・認知の両項 目で強い相

関 を認 めた(r=0.84-0.97,p〈0.001).【 考 察】本研究 によ り,リ ハ 前後 で はADLと 同様 に

HRQLに 関 して も向上 してい ることが分 かった.ま た,HUI3のsinglescoreとFIMと の相関が強 い

こ とよ り,HUI3はFIMで 表記 され るような運動 ・認知項 目に関連 したHRQLを 的確 に表す こ とがで

きると考 えられ,リ ハのアウ トカム指標 として有用で あることが示唆された.


